
(57)【要約】

【課題】　し尿類に含まれる比重差の大きな固形物を優

先的に短時間で沈殿分離する能力に優れ、油脂が長期間

にわたり内部に留まるのを防止できる分離装置を提供す

る。

【解決手段】　沈殿分離槽９内に、上下両端を開口した

外円筒部材１２と、外円筒部材１２の外周方に位置する

越流堰１３とが設けられ、外円筒部材１２の内側に内円

筒部材１７が設けられ、し尿類１を外円筒部材１２と内

円筒部材１７との間のスペースへ供給する供給管路２０

が外円筒部材１２の接線方向に沿って接続され、外円筒

部材１２の上端の高さを越流堰１３の上端の高さよりも

所定高さだけ下位にして、外円筒部材１２の上方に越流

部１５を形成し、沈殿分離槽９の底部から排出された沈

殿物を脱水する濾過式の遠心脱水機が設置されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 処 理 液 中 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 を 分 離 す る 分 離 装 置 で あ っ て 、
沈 殿 分 離 槽 の 槽 本 体 内 に 、 上 下 両 端 を 開 口 し た 円 筒 部 材 と 、 こ の 円 筒 部 材 の 外 方 に 位 置 す
る 越 流 堰 と が 設 け ら れ 、
被 処 理 液 を 沈 殿 分 離 槽 の 外 部 か ら 円 筒 部 材 内 へ 供 給 す る 供 給 経 路 と 、 越 流 堰 を 越 流 し た 被
処 理 液 を 沈 殿 分 離 槽 の 外 部 へ 排 出 す る 排 出 経 路 と が 設 け ら れ 、
槽 本 体 の 底 部 に 、 沈 殿 物 を 排 出 す る 排 出 口 が 形 成 さ れ 、
円 筒 部 材 の 上 端 の 高 さ を 越 流 堰 の 上 端 の 高 さ 以 下 に し て 、 円 筒 部 材 の 上 方 に 越 流 部 を 形 成
し 、
上 記 供 給 経 路 は 円 筒 部 材 の 接 線 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
沈 殿 分 離 槽 の 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 沈 殿 物 を 脱 水 す る 脱 水 機 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
脱 水 機 は 、 内 外 周 面 に 開 口 す る 多 数 の 透 過 孔 を 形 成 し た 円 筒 状 の バ ス ケ ッ ト と 、 こ の バ ス
ケ ッ ト を 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 装 置 と 、 沈 殿 物 を バ ス ケ ッ ト 内 へ 投 入 す る 投 入 口 と 、 上 記 バ
ス ケ ッ ト の 内 側 か ら 外 側 へ 透 過 し た 液 分 を 排 出 す る 液 排 出 部 と を 備 え 、
上 記 バ ス ケ ッ ト 内 に 、 袋 状 の 濾 布 が 着 脱 自 在 に 内 張 り さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 分 離 装 置 の 使 用 方 法 で あ っ て 、
沈 殿 分 離 槽 の 滞 留 時 間 を ３ ０ 分 以 下 に し た こ と を 特 徴 と す る 分 離 装 置 の 使 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 処 理 液 中 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 を 分 離 す る 分 離 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 分 離 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う な 円 形 型 の 沈 殿 槽 ６ １ が あ
る 。 沈 殿 槽 ６ １ の 槽 本 体 ６ ２ は 、 円 筒 状 の 側 壁 ６ ３ と 、 中 心 に 向 か っ て 下 り 勾 配 の 底 部 ６
４ と で 構 成 さ れ て い る 。 側 壁 ６ ３ の 上 端 は 溢 流 堰 ６ ５ と さ れ 、 こ の 溢 流 堰 ６ ５ か ら 溢 流 し
た 被 処 理 液 ６ ６ は 側 壁 ６ ３ の 上 部 に 設 け ら れ た リ ン グ 状 の 排 水 桶 ６ ７ か ら 槽 外 へ 排 出 さ れ
る 。 槽 本 体 ６ ２ 内 の 中 央 に は 、 上 下 両 端 を 開 口 し た 円 筒 状 の セ ン タ ウ ェ ル ６ ８ が 設 け ら れ
て お り 、 槽 外 か ら セ ン タ ウ ェ ル ６ ８ 内 に 被 処 理 液 ６ ６ が 供 給 さ れ る 。 ま た 、 槽 本 体 ６ ２ 内
に は 、 底 部 ６ ４ に 沈 殿 し た 沈 殿 物 を 中 央 に 掻 寄 せ る 掻 寄 機 ６ ９ が 回 転 自 在 に 配 置 さ れ て い
る （ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に よ る と 、 被 処 理 液 ６ ６ は 、 セ ン タ ウ ェ ル ６ ８ の 内 部 に 供 給 さ れ 、 セ ン タ ウ ェ ル ６
８ 内 を 降 下 し て 、 セ ン タ ウ ェ ル ６ ８ の 下 端 開 口 部 ６ ８ ａ か ら 槽 本 体 ６ ２ 内 へ 流 れ 出 る 。 上
記 被 処 理 液 ６ ６ 中 に は 、 水 よ り も 比 重 の 重 い 固 形 物 や 、 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） 、 或 い は 、 水 よ
り も 比 重 の 軽 い 油 脂 等 が 含 ま れ て い る 。 こ れ ら の う ち 、 比 重 が 水 よ り も 重 く 且 つ 比 重 差 の
大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） が 先 に 底 部 ６ ４ に 沈 殿 す る 。 さ ら に 、 沈 殿 槽 ６ １ の 滞 留 時
間 を 長 時 間 （ 例 え ば 数 時 間 ） に 設 定 す る こ と に よ り 、 比 重 が 水 よ り も 重 い け れ ど 比 重 差 の
小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） も 底 部 ６ ４ に 沈 殿 さ せ て い る 。 こ の よ う に し て 、 固 形 物 と 浮 遊 物
質 と が 分 離 さ れ た 液 分 は 溢 流 堰 ６ ５ か ら 溢 流 し て 排 水 桶 ６ ７ か ら 槽 外 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 記 の 従 来 形 式 で は 、 被 処 理 液 ６ ６ に 油 脂 が 含 ま れ て い る と 、 セ ン タ ウ ェ
ル ６ ８ の 内 部 に 流 れ 込 ん だ 油 脂 が セ ン タ ウ ェ ル ６ ８ 内 の 液 面 に 浮 遊 し た ま ま 長 期 間 に わ た
り セ ン タ ウ ェ ル ６ ８ 内 に 留 ま っ て し ま う と い っ た 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 沈 殿 槽 ６ １ は 、 滞 留 時 間 を 長 時 間 に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 水 に 対
す る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） と 上 記 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 と を 両 方 共 に
沈 殿 さ せ て 、 清 澄 な 液 分 の み を 溢 流 さ せ る も の で あ り 、 し た が っ て 、 上 記 被 処 理 液 ６ ６ か
ら 上 記 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） を 優 先 的 に 短 時 間 で 沈 殿 さ せ て 分 離 す る と
い っ た 能 力 を 向 上 さ せ る こ と は 難 し い と い っ た 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ １ ６ ０ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 被 処 理 液 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） を 優 先 的 に 短 時
間 で 沈 殿 さ せ て 分 離 す る 能 力 に 優 れ 、 油 脂 が 長 期 間 に わ た り 内 部 に 留 ま っ て し ま う の を 防
止 す る こ と が 可 能 な 分 離 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 第 １ 発 明 は 、 被 処 理 液 中 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物
を 分 離 す る 分 離 装 置 で あ っ て 、
沈 殿 分 離 槽 の 槽 本 体 内 に 、 上 下 両 端 を 開 口 し た 円 筒 部 材 と 、 こ の 円 筒 部 材 の 外 方 に 位 置 す
る 越 流 堰 と が 設 け ら れ 、
被 処 理 液 を 沈 殿 分 離 槽 の 外 部 か ら 円 筒 部 材 内 へ 供 給 す る 供 給 経 路 と 、 越 流 堰 を 越 流 し た 被
処 理 液 を 沈 殿 分 離 槽 の 外 部 へ 排 出 す る 排 出 経 路 と が 設 け ら れ 、
槽 本 体 の 底 部 に 、 沈 殿 物 を 排 出 す る 排 出 口 が 形 成 さ れ 、
円 筒 部 材 の 上 端 の 高 さ を 越 流 堰 の 上 端 の 高 さ 以 下 に し て 、 円 筒 部 材 の 上 方 に 越 流 部 を 形 成
し 、
上 記 供 給 経 路 は 円 筒 部 材 の 接 線 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ る と 、 被 処 理 液 は 、 供 給 経 路 を 通 っ て 円 筒 部 材 内 へ 接 線 方 向 か ら 流 入 す る た め
、 円 筒 部 材 内 で 旋 回 し 、 こ れ に よ り 、 円 筒 部 材 内 に 下 降 旋 回 流 が 発 生 す る 。 被 処 理 液 に 含
ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） は 、 重 力 と 上 記 下 降 旋 回 流 に よ る 下 向 き の
力 と に よ っ て 、 優 先 的 に 円 筒 部 材 の 下 端 か ら 液 分 と 共 に 排 出 さ れ 、 槽 本 体 の 底 部 に 速 や か
に 沈 降 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 被 処 理 液 に 含 ま れ る 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 水 よ り 比 重 の 軽 い 油 脂 等
は 、 液 分 と 共 に 、 円 筒 部 材 の 内 部 か ら 円 筒 部 材 の 上 方 の 越 流 部 を 越 流 し て 、 円 筒 部 材 の 外
部 へ 排 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 水 よ り も 比 重 が 重 く 且 つ 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種
類 等 ） と 、 水 よ り も 比 重 が 重 い け れ ど 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 水 よ り も 比 重 が
軽 い 油 脂 等 と が 円 筒 部 材 内 で 上 下 に 分 離 さ れ 、 上 記 固 形 物 は 円 筒 部 材 の 下 端 か ら 排 出 さ れ
、 上 記 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 油 脂 等 は 、 円 筒 部 材 の 上 端 か ら 排 出 さ れ 、 越 流 堰 を 越 流 し て 沈
殿 分 離 槽 の 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 分 離 装 置 は 、 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や
種 類 等 ） を 優 先 的 に 短 時 間 で 沈 殿 さ せ て 分 離 す る 能 力 に 優 れ 、 さ ら に 、 油 脂 が 長 期 間 に わ
た り 槽 本 体 内 に 留 ま っ て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 第 ２ 発 明 は 、 沈 殿 分 離 槽 の 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 沈 殿 物 を 脱 水 す る 脱 水 機 が 設
け ら れ て い る も の で あ る 。
　 こ れ に よ る と 、 沈 殿 物 を 脱 水 す る こ と に よ り 、 沈 殿 物 を 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） と 液 分
と に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 第 ３ 発 明 は 、 脱 水 機 は 、 内 外 周 面 に 開 口 す る 多 数 の 透 過 孔 を 形 成 し た 円 筒 状 の
バ ス ケ ッ ト と 、 こ の バ ス ケ ッ ト を 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 装 置 と 、 沈 殿 物 を バ ス ケ ッ ト 内 へ 投
入 す る 投 入 口 と 、 上 記 バ ス ケ ッ ト の 内 側 か ら 外 側 へ 透 過 し た 液 分 を 排 出 す る 液 排 出 部 と を
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備 え 、
上 記 バ ス ケ ッ ト 内 に 、 袋 状 の 濾 布 が 着 脱 自 在 に 内 張 り さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ る と 、 沈 殿 物 を 投 入 口 か ら バ ス ケ ッ ト 内 へ 投 入 し 、 回 転 駆 動 装 置 で バ ス ケ ッ ト
を 回 転 さ せ る 。 沈 殿 物 の う ち 、 液 分 は 、 遠 心 力 に よ っ て バ ス ケ ッ ト の 内 側 か ら 濾 布 と 透 過
孔 と を 通 過 し て バ ス ケ ッ ト の 外 側 へ 透 過 し 、 液 排 出 部 か ら 排 出 さ れ 、 固 形 物 が バ ス ケ ッ ト
内 に 残 留 す る 。 そ の 後 、 濾 布 を バ ス ケ ッ ト か ら 取 外 す こ と に よ っ て 、 固 形 物 を 濾 布 ご と バ
ス ケ ッ ト の 外 部 へ 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 濾 布 を 用 い る こ と で 、 微 小 な 固 形 物 で も 液 分 と 分 離 す る こ と が で き る 。 ま た
、 固 形 物 を 濾 布 ご と バ ス ケ ッ ト か ら 抜 き 取 る こ と が で き る た め 、 固 形 物 を 容 易 に 回 収 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 沈 殿 分 離 槽 に お い て 、 被 処 理 液 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等
） を 優 先 的 に 沈 殿 分 離 し て い る た め 、 沈 殿 物 の ほ と ん ど は 上 記 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 で 占
め ら れ 、 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 油 脂 等 は 沈 殿 物 に ほ と ん ど 含 ま れ な い 。 し た
が っ て 、 上 記 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 油 脂 等 が 濾 布 に 付 着 し て 、 濾 布 が 目 詰 ま り す る と い っ た
不 具 合 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 第 ４ 発 明 は 、 上 記 本 第 １ 発 明 に 記 載 さ れ た 分 離 装 置 の 使 用 方 法 で あ っ て 、
沈 殿 分 離 槽 の 滞 留 時 間 を ３ ０ 分 以 下 に し た も の で あ る 。
　 こ れ に よ る と 、 沈 殿 分 離 槽 の 槽 本 体 が 小 型 化 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） を 優 先 的 に 短 時 間 で 沈 殿 さ せ
て 分 離 す る 能 力 に 優 れ 、 さ ら に 、 油 脂 が 長 期 間 に わ た り 槽 本 体 内 に 留 ま っ て し ま う の を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 沈 殿 物 を 脱 水 す る こ と に よ り 、 沈 殿 物 を 固 形 物 （ 砂 類 や 種 類 等 ） と 液 分 と に 分 離
す る こ と が で き 、 こ の 際 、 濾 布 を 用 い る こ と で 、 微 小 な 固 形 物 で も 液 分 と 分 離 す る こ と が
で き 、 さ ら に 、 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 油 脂 等 が 濾 布 に 付 着 し て 、 濾 布 が 目 詰 ま り す る と い っ
た 不 具 合 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 固 形 物 を 濾 布 ご と バ ス ケ ッ ト か ら 抜
き 取 っ て 容 易 に 回 収 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 し 尿 処 理 施 設 に は 、 し 尿 類 １ （ 被 処 理 液 の 一 例 ） を 受 け 入 れ る 受 入
槽 ２ の 下 流 側 に 生 物 処 理 槽 ３ が 配 置 さ れ て い る 。 尚 、 上 記 し 尿 類 １ 中 に は 、 水 よ り も 比 重
の 重 い 固 形 物 Ｓ や 、 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） 、 或 い は 、 水 よ り も 比 重 の 軽 い 油 脂 等 が 含 ま れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 両 槽 ２ ， ３ の 間 に は 、 し 尿 類 １ 中 に 含 ま れ て い る 夾 雑 物 を 除 去 す る ス ク リ ー ン 装 置
５ と 、 ス ク リ ー ン 装 置 ５ を 通 過 し た し 尿 類 １ 中 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ （ 砂 類
や 種 類 ） を 分 離 す る 分 離 装 置 ６ と 、 上 記 固 形 物 Ｓ が 取 除 か れ た 後 の し 尿 類 １ を 貯 留 す る 貯
留 槽 ７ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 分 離 装 置 ６ は 、 沈 殿 分 離 槽 ９ と 、 こ の 沈 殿 分 離 槽 ９ か ら 排 出 さ れ た 沈 殿 物 を 脱 水 す
る 脱 水 機 １ ０ と で 構 成 さ れ て い る 。
　 先 ず 、 上 記 沈 殿 分 離 槽 ９ の 構 成 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 沈 殿 分 離 槽 ９ の 槽 本 体 １ １ は 上 部 が 円 筒 状 で 下 部 が 下 方
ほ ど 縮 径 し た 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る 。 槽 本 体 １ １ の 底 部 に は 、 槽 本 体 １ １ 内 に 沈 殿 し た
沈 殿 物 を 排 出 す る 排 出 口 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 槽 本 体 １ １ 内 に は 、 上 下 両 端 を 開 口 し た 外 円 筒 部 材 １ ２ （ 円 筒 部 材 の 一 例 ） と 、 越
流 堰 １ ３ と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 越 流 堰 １ ３ は 、 槽 本 体 １ １ の 上 部 の 内 周 面 に 全 周 に わ
た り 設 け ら れ て お り 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 外 周 方 に 位 置 し て い る 。 外 円 筒 部 材 １ ２ は 、 槽 本
体 １ １ と 同 心 軸 上 に 配 置 さ れ 、 複 数 の フ レ ー ム １ ４ に よ っ て 槽 本 体 １ １ に 支 持 さ れ て お り
、 上 部 が 円 筒 状 で 下 部 が 下 方 ほ ど 縮 径 し た 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る 。 上 記 外 円 筒 部 材 １ ２
の 上 端 の 高 さ は 越 流 堰 １ ３ の 上 端 の 高 さ よ り も 所 定 高 さ Ｈ だ け 下 位 に な る よ う に 設 定 さ れ
て お り 、 こ れ に よ っ て 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 上 方 に 越 流 部 １ ５ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 外 円 筒 部 材 １ ２ の 円 筒 状 の 部 分 の 内 側 に は 、 外 円 筒 部 材 １ ２ よ り も 小 径 の 内 円 筒 部
材 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 内 円 筒 部 材 １ ７ は 、 上 下 両 端 が 開 口 す る ス ト レ ー ト な 円 筒
状 に 形 成 さ れ 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 上 端 よ り も 下 位 に 配 置 さ れ て い る 。 内 円 筒 部 材 １ ７ の 上
端 縁 と 外 円 筒 部 材 １ ２ の 内 周 面 と の 間 に は 円 板 状 の 取 付 板 １ ８ が 設 け ら れ 、 内 円 筒 部 材 １
７ は 取 付 板 １ ８ に よ っ て 外 円 筒 部 材 １ ２ 内 に 取 付 け 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 外 円 筒
部 材 １ ２ の 内 側 と 内 円 筒 部 材 １ ７ の 外 側 と の 間 に は 、 上 部 が 取 付 板 １ ８ で 閉 鎖 さ れ 且 つ 下
部 の み が 下 向 き に 開 放 さ れ た 円 環 状 の ス ペ ー ス １ ９ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ス ク リ ー ン 装 置 ５ を 通 過 し た し 尿 類 １ を 沈 殿 分 離 槽 ９ へ 供 給 す る 供 給 管 路 ２ ０ （
供 給 経 路 の 一 例 ） の 端 部 は 、 槽 本 体 １ １ を 貫 通 し 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 接 線 方 向 に 沿 っ て 設
け ら れ て お り 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 内 周 面 に 開 口 し て 上 記 ス ペ ー ス １ ９ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 記 越 流 堰 １ ３ を 越 流 し た し 尿 類 １ を 沈 殿 分 離 槽 ９ か ら 貯
留 槽 ７ へ 排 出 す る 第 １ の 排 出 管 路 ２ ３ （ 排 出 経 路 の 一 例 ） と 、 上 記 排 出 口 ２ ２ か ら 排 出 さ
れ た 沈 殿 物 を 脱 水 機 １ ０ へ 送 る 第 ２ の 排 出 管 路 ２ ４ と 、 上 記 脱 水 機 １ ０ に よ っ て 分 離 さ れ
た 液 分 を 貯 留 槽 ７ へ 排 出 す る 第 ３ の 排 出 管 路 ２ ５ と が 設 け ら れ て い る 。 尚 、 第 １ の 排 出 管
路 ２ ３ の 端 部 は 越 流 堰 １ ３ の 外 周 方 （ 下 流 側 ） に 形 成 さ れ た 排 出 溝 １ ３ ａ に 連 通 し 、 第 ２
の 排 出 管 路 ２ ４ の 一 端 部 が 排 出 口 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 上 記 脱 水 機 １ ０ の 構 成 を 以 下 に 説 明 す る 。
　 図 ４ ， 図 ５ に 示 す よ う に 、 脱 水 機 １ ０ は 排 出 口 ２ ２ か ら 排 出 さ れ た 沈 殿 物 を 脱 水 す る 濾
過 式 の 遠 心 脱 水 機 で あ り 、 本 体 ３ ０ 内 に 、 円 筒 状 の バ ス ケ ッ ト ３ １ と 、 こ の バ ス ケ ッ ト ３
１ を 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 装 置 ３ ２ （ モ ー タ ー 等 ） と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 バ ス ケ ッ ト ３
１ は 本 体 ３ ０ 内 に 設 け ら れ た 回 転 軸 ３ ４ に 上 方 か ら 嵌 め 込 ま れ て お り 、 回 転 軸 ３ ４ が 上 記
回 転 駆 動 装 置 ３ ２ に 連 動 連 結 さ れ て い る 。 上 記 バ ス ケ ッ ト ３ １ の 上 端 に は 開 口 部 ３ １ ａ が
形 成 さ れ て お り 、 バ ス ケ ッ ト ３ １ の 周 壁 部 ３ １ ｂ に は 、 内 外 周 面 に 開 口 す る 多 数 の 透 過 孔
３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 周 壁 部 ３ １ ｂ の 上 端 に は 、 内 側 へ 突 出 す る 鍔 部 ３ １ ｃ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 バ ス ケ ッ ト ３ １ の 内 側 に は 、 上 部 が 開 口 し た 袋 状 の 濾 布 ３ ８ が 着 脱 自 在 に 内 張 り さ
れ て い る 。 尚 、 濾 布 ３ ８ の 上 縁 部 に は 、 折 返 し 部 ３ ８ ａ が 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て お り
、 こ の 折 返 し 部 ３ ８ ａ が 上 記 バ ス ケ ッ ト ３ １ の 鍔 部 ３ １ ｃ に 脱 抜 可 能 に 嵌 め 込 ま れ て い る
。 ま た 、 上 記 本 体 ３ ０ の 上 部 に は 、 蓋 ３ ５ に よ っ て 開 閉 可 能 な 投 入 口 ３ ６ が 形 成 さ れ て お
り 開 口 部 ３ １ ａ の 上 方 に 位 置 し て い る 。 さ ら に 、 本 体 ３ ０ の 下 部 に は 、 バ ス ケ ッ ト ３ １ の
内 側 か ら 外 側 へ 透 過 し た 液 分 を 排 出 す る 液 排 出 部 ３ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 液 排 出 部 ３
７ に は 上 記 第 ３ の 排 出 管 路 ２ ５ （ 図 ６ 参 照 ） の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 尚 、 上 記 第 ２ の 排
出 管 路 ２ ４ の 他 端 部 は 投 入 口 ３ ６ の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 記 受 入 槽 ２ 内 の し 尿 類 １ を ス ク リ ー ン 装 置 ５ へ 送 流 す る 送
流 管 路 ４ ３ に は 、 し 尿 類 １ に 含 ま れ る 夾 雑 物 を 破 砕 す る 破 砕 機 ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 上 記 第 ２ の 排 出 管 路 ２ ４ と 貯 留 槽 ７ か ら 生 物 処 理 槽 ３ に 至 る 管 路 ４ ５ と に は そ れ ぞ れ
、 ポ ン プ ４ ６ ， ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 記 ス ク リ ー ン 装 置 ５ で 捕 捉 さ れ た 夾 雑 物
は ス ク リ ュ ー プ レ ス ４ ８ で 脱 水 さ れ 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス ４ ８ か ら 排 出 さ れ た 固 形 分 は 焼 却
設 備 ４ ９ で 焼 却 さ れ 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス ４ ８ か ら 排 出 さ れ た 液 分 は 上 記 供 給 管 路 ２ ０ へ 送
ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 し 尿 類 １ は 、 受 入 槽 ２ に 受 け 入 れ ら れ た 後 、 送 流 管 路 ４ ３ を 通 っ て
ス ク リ ー ン 装 置 ５ へ 供 給 さ れ 、 ス ク リ ー ン 装 置 ５ を 通 過 す る 際 に 夾 雑 物 が 除 去 さ れ 、 そ の
後 、 ス ク リ ー ン 装 置 ５ か ら 供 給 管 路 ２ ０ を 通 っ て 沈 殿 分 離 槽 ９ へ 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 し
尿 類 １ 中 に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ （ 砂 類 や 種 類 ） は 槽 本 体 １ １ の 底 部 に 沈 殿 し
、 越 流 堰 １ ３ を 越 流 し た し 尿 類 １ は 排 出 溝 １ ３ ａ か ら 第 １ の 排 出 管 路 ２ ３ を 流 れ て 貯 留 槽
７ へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 際 、 図 ２ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 し 尿 類 １ は 、 供 給 管 路 ２ ０ を 通 っ て 沈 殿 分 離 槽 ９ の
外 円 筒 部 材 １ ２ 内 の ス ペ ー ス １ ９ へ 接 線 方 向 か ら 流 れ 込 み 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 内 周 面 と 内
円 筒 部 材 １ ７ の 外 周 面 と に 案 内 さ れ て 旋 回 す る 。 そ し て 、 上 記 ス ペ ー ス １ ９ は 上 部 が 取 付
板 １ ８ で 閉 鎖 さ れ 下 方 の み が 下 向 き に 開 放 さ れ て い る た め 、 上 記 供 給 管 路 ２ ０ か ら 流 れ 込
ん だ し 尿 類 １ は 外 円 筒 部 材 １ ２ 内 で 下 降 旋 回 流 ５ １ に な る 。 こ れ に よ り 、 し 尿 類 １ 中 の 比
重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ は 、 重 力 と 上 記 下 降 旋 回 流 ５ １ に よ る 下 向 き の 力 と に よ っ て 、 優 先
的 に 外 円 筒 部 材 １ ２ の 下 端 か ら 液 分 と 共 に 排 出 さ れ 、 槽 本 体 １ １ の 底 部 へ 速 や か に 沈 降 す
る た め 、 重 力 の み に よ る 沈 降 と 比 べ て 、 固 形 物 Ｓ が 短 時 間 で 沈 降 し 易 く 、 沈 殿 分 離 が 促 進
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 し 尿 類 １ に 含 ま れ る 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 水 よ り 比 重 の 軽 い 油 脂 等
は 、 液 分 と 共 に 、 内 円 筒 部 材 １ ７ 内 を 下 か ら 上 へ 流 れ て 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 内 部 か ら 上 方
の 越 流 部 １ ５ を 越 流 し 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 外 部 へ 排 出 さ れ 、 そ の 後 、 越 流 堰 １ ３ を 越 流 し
て 貯 留 槽 ７ へ 排 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 し 尿 類 １ に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ （ 砂
類 や 種 類 ） と 、 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 油 脂 等 と が 外 円 筒 部 材 １ ２ 内 で 上 下 に
分 離 さ れ 、 上 記 固 形 物 Ｓ は 外 円 筒 部 材 １ ２ の 下 端 か ら 排 出 さ れ 、 上 記 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や
油 脂 等 は 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 上 端 か ら 排 出 さ れ 、 越 流 堰 １ ３ を 越 流 し て 貯 留 槽 ７ へ 排 出 さ
れ る 。 し た が っ て 、 分 離 装 置 ６ の 沈 殿 分 離 槽 ９ は 、 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ を 優 先 的 に 短
時 間 で 沈 殿 さ せ て 分 離 す る 能 力 に 優 れ 、 さ ら に 、 油 脂 が 長 期 間 に わ た り 槽 本 体 １ １ 内 に 留
ま っ て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 槽 本 体 １ １ 内 に 固 形 物 Ｓ 等 の 沈 殿 物 が 所 定 量 沈 殿 し た 場 合 、 図 ４ の 実 線 で 示 す よ
う に 、 脱 水 機 １ ０ の 蓋 ３ ５ を 開 き 、 ポ ン プ ４ ６ を 作 動 す る こ と に よ っ て 、 上 記 沈 殿 物 は 液
分 と 共 に 、 排 出 口 ２ ２ か ら 排 出 さ れ 、 第 ２ の 排 出 管 路 ２ ４ を 経 て 、 脱 水 機 １ ０ の 投 入 口 ３
６ か ら バ ス ケ ッ ト ３ １ 内 に 投 入 さ れ る 。 そ の 後 、 ポ ン プ ４ ６ を 停 止 し 、 上 記 蓋 ３ ５ を 閉 じ
、 回 転 駆 動 装 置 ３ ２ を 駆 動 し て 、 バ ス ケ ッ ト ３ １ を 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 沈 殿 物 の う
ち の 液 分 Ｌ は 、 バ ス ケ ッ ト ３ １ の 内 側 か ら 濾 布 ３ ８ と 透 過 孔 ３ ３ と を 通 過 し て バ ス ケ ッ ト
３ １ の 外 側 へ 透 過 し 、 液 排 出 部 ３ ７ か ら 第 ３ の 排 出 管 路 ２ ５ を 通 っ て 貯 留 槽 ７ へ 排 出 さ れ
る 。 ま た 、 沈 殿 物 の う ち の 固 形 物 Ｓ は バ ス ケ ッ ト ３ １ の 内 側 に 残 留 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 バ ス ケ ッ ト ３ １ が 回 転 し て い る 際 、 上 記 固 形 物 Ｓ は 遠 心 力 に よ っ て バ ス ケ ッ ト ３ １ の 周
壁 部 ３ １ ｂ に 押 圧 さ れ 、 鍔 部 ３ １ ｃ に よ っ て 上 記 固 形 物 Ｓ が バ ス ケ ッ ト ３ １ の 上 方 へ 飛 散
す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 そ の 後 、 蓋 ３ ５ を 開 き 、 濾 布 ３ ８ の 折 返 し 部 ３ ８ ａ を バ ス ケ ッ ト ３ １ の 鍔 部 ３ １ ｃ か ら
脱 抜 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 濾 布 ３ ８ を 、 バ ス ケ ッ ト ３ １ の 内 側 か ら 上 方
へ 取 り 外 し 、 開 口 部 ３ １ ａ と 投 入 口 ３ ６ と か ら 脱 水 機 １ ０ の 外 部 上 方 へ 取 り 出 す こ と が で
き 、 固 形 物 Ｓ を 濾 布 ３ ８ ご と 脱 水 機 １ ０ の 外 部 へ 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 濾 布 ３ ８ を 用 い る こ と で 、 微 小 な 固 形 物 Ｓ で も 液 分 と 分 離 す る こ と が で き る
。 ま た 、 固 形 物 Ｓ を 濾 布 ３ ８ ご と 脱 水 機 １ ０ か ら 抜 き 取 る こ と が で き る た め 、 固 形 物 Ｓ を
容 易 に 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 沈 殿 分 離 槽 ９ に お い て 、 し 尿 類 １ に 含 ま れ る 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ （ 砂 類
や 種 類 ） を 優 先 的 に 沈 殿 分 離 し て い る た め 、 沈 殿 物 の ほ と ん ど は 上 記 固 形 物 Ｓ で 占 め ら れ
、 比 重 差 の 小 さ な 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 水 よ り 比 重 の 軽 い 油 脂 等 は 沈 殿 物 に ほ と ん ど 含 ま れ
な い 。 し た が っ て 、 上 記 浮 遊 物 質 （ Ｓ Ｓ ） や 油 脂 等 が 濾 布 ３ ８ に 付 着 し て 、 濾 布 ３ ８ が 目
詰 ま り す る と い っ た 不 具 合 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う に 濾 布 ３ ８ ご と 固 形 物 Ｓ を 回 収 し た 後 に は 、 新 し い 濾 布 ３ ８ を バ ス ケ
ッ ト ３ １ の 内 側 に 挿 入 し 、 濾 布 ３ ８ の 折 返 し 部 ３ ８ ａ を バ ス ケ ッ ト ３ １ の 鍔 部 ３ １ ｃ に 嵌
め 込 み 、 濾 布 ３ ８ を バ ス ケ ッ ト ３ １ の 内 面 に 添 わ す こ と に よ り 、 上 記 新 し い 濾 布 ３ ８ を バ
ス ケ ッ ト ３ １ 内 に セ ッ ト す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 上 記 貯 留 槽 ７ に 貯 留 さ れ た し 尿 類 １ は 生 物 処 理 槽 ３ へ 送 ら れ て 生 物 学 的 処 理 を 施 さ
れ る 。
　 ま た 、 上 記 沈 殿 分 離 槽 ９ は し 尿 類 １ か ら 比 重 差 の 大 き な 固 形 物 Ｓ を 優 先 的 に 沈 殿 分 離 す
る も の で あ り 、 し た が っ て 、 沈 殿 分 離 槽 ９ の 滞 留 時 間 を 、 従 来 と 比 較 し て 、 ３ ０ 分 以 下 の
短 時 間 に 設 定 し て い る 。 こ れ に よ り 、 沈 殿 分 離 槽 ９ の 槽 本 体 １ １ の 容 積 が 小 さ く な り 、 沈
殿 分 離 槽 ９ が 小 型 軽 量 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ７ ， 図 ８ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 脱 水 機 １ ０ の バ ス ケ ッ ト ３ １ の 鍔 部 ３ １ ｃ は 、 周 方 向 に お い て 複 数 分 割 （ 図 ７ （ ａ ） で
は ４ 分 割 ） さ れ た 平 面 視 円 弧 状 の 分 割 鍔 片 ３ １ ｃ Ａ ， ３ １ ｃ Ｂ ， ３ １ ｃ Ｃ ， ３ １ ｃ Ｄ に よ
っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 分 割 鍔 片 ３ １ ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ は そ れ ぞ れ 、 ヒ ン ジ ５ ３ を 介 し
て 周 壁 部 ３ １ ｂ の 上 端 部 に 取 付 け ら れ て お り 、 横 倒 姿 勢 （ 図 ８ の 実 線 参 照 ） と 起 立 姿 勢 （
図 ８ の 仮 想 線 参 照 ） と の 間 で 揺 動 自 在 で あ り 、 且 つ 、 ヒ ン ジ ５ ３ に 備 え ら れ た ス プ リ ン グ
（ 図 示 省 略 ） に よ っ て 横 倒 姿 勢 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 体 ３ ０ の 投 入 口 ３ ６ の 周 縁 部 ５ ４ は 、 周 方 向 に お い て 複 数 分 割 （ 図 で は ４ 分 割
） さ れ た 平 面 視 円 弧 状 の 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ， ５ ４ Ｂ ， ５ ４ Ｃ ， ５ ４ Ｄ に よ っ て 構 成 さ れ て い
る 。 こ れ ら 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ は そ れ ぞ れ 、 ヒ ン ジ ５ ５ を 介 し て 本 体 ３ ０ の 上 部 に 取
付 け ら れ て お り 、 横 倒 姿 勢 （ 図 ８ の 実 線 参 照 ） と 起 立 姿 勢 （ 図 ８ の 仮 想 線 参 照 ） と の 間 で
揺 動 自 在 で あ り 、 且 つ 、 ヒ ン ジ ５ ５ に 備 え ら れ た ス プ リ ン グ （ 図 示 省 略 ） に よ っ て 横 倒 姿
勢 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 上 記 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ が 起 立 姿 勢 に な っ た 場 合 の 投 入 口 ３ ６ の 直 径 Ｒ は 、 上
記 分 割 鍔 片 ３ １ ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ が 起 立 姿 勢 に な っ た 場 合 の 開 口 部 ３ １ ａ の 直 径 ｒ よ り も 、
僅 か に 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ に よ る と 、 蓋 ３ ５ を 閉 じ 、 バ ス ケ ッ ト ３ １ を 回 転 さ せ て 、 脱 水 を 行 っ て い る 時 、 図
８ の 実 線 で 示 す よ う に 、 上 記 分 割 鍔 片 ３ １ ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ は ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に よ っ て
横 倒 姿 勢 に 保 た れ て い る と と も に 、 上 記 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ も ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に
よ っ て 横 倒 姿 勢 に 保 た れ て い る 。 こ の 際 、 上 記 分 割 鍔 片 ３ １ ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ に よ っ て 、 固
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形 物 Ｓ が バ ス ケ ッ ト ３ １ の 上 方 へ 飛 散 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 脱 水 後 、 蓋 ３ ５ を 開 き 、 濾 布 ３ ８ の 折 返 し 部 ３ ８ ａ を バ ス ケ ッ ト ３ １ の 鍔 部 ３ １
ｃ か ら 脱 抜 し 、 濾 布 ３ ８ を 脱 水 機 １ ０ の 外 部 上 方 へ 取 り 出 す 際 、 濾 布 ３ ８ が 分 割 鍔 片 ３ １
ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ と 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ と を そ れ ぞ れ 下 か ら 上 へ 押 し 上 げ る た め 、 図 ８
の 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 分 割 鍔 片 ３ １ ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ と 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ と が そ れ
ぞ れ ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に 抗 し て 横 倒 姿 勢 か ら 起 立 姿 勢 へ 揺 動 す る 。 こ れ に よ り 、 鍔 部 ３
１ ｃ と 周 縁 部 ５ ４ と が 濾 布 ３ ８ を 取 り 出 す 際 の 邪 魔 に な ら ず 、 濾 布 ３ ８ の 取 り 出 し が ス ム
ー ズ に 行 え る 。 ま た 、 濾 布 ３ ８ を 取 り 出 し た 後 、 図 ８ の 実 線 で 示 す よ う に 、 分 割 鍔 片 ３ １
ｃ Ａ ～ ３ １ ｃ Ｄ と 分 割 縁 片 ５ ４ Ａ ～ ５ ４ Ｄ と は そ れ ぞ れ ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に よ っ て 横 倒
姿 勢 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 鍔 部 ３ １ ｃ と 周 縁 部 ５ ４ と を そ れ ぞ れ ４ 分 割 し て い る が 、
４ 分 割 以 外 の 複 数 分 割 し て も よ い 。
　 上 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 沈 殿 分 離 装 置 ６ を し 尿 処 理 施 設 の ス ク リ ー
ン 装 置 ５ と 貯 留 槽 ７ と の 間 に 設 置 し て い る が 、 設 置 箇 所 は ス ク リ ー ン 装 置 ５ と 貯 留 槽 ７ と
の 間 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 例 え ば 、 ス ク リ ー ン 装 置 ５ の 上 流 側 等 に 設 置 し て も よ い 。
ま た 、 し 尿 処 理 施 設 以 外 、 例 え ば 下 水 処 理 施 設 や そ の 他 の 施 設 な ど に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の 上 端 の 高 さ を 越 流 堰 １ ３
の 上 端 の 高 さ よ り も 所 定 高 さ Ｈ だ け 下 位 に な る よ う に 設 定 し て い る が 、 外 円 筒 部 材 １ ２ の
上 端 の 高 さ を 越 流 堰 １ ３ の 上 端 の 高 さ と 同 一 （ す な わ ち Ｈ ＝ ０ ） に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 沈 殿 分 離 槽 ９ 内 に 固 形 物 Ｓ の 沈 殿 物 が 所 定 量 沈 殿 し た 場 合 、 ポ
ン プ ４ ６ を 作 動 し て 上 記 沈 殿 物 を 液 分 と 共 に 抜 き 出 し て い る が 、 所 定 時 間 毎 に 、 ポ ン プ ４
６ を 作 動 し て 沈 殿 分 離 槽 ９ 内 の 沈 殿 物 を 液 分 と 共 に 抜 き 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 被 処 理 液 の 一 例 と し て し 尿 類 １ を 挙 げ た が 、 し 尿 類 １ に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 分 離 装 置 の 沈 殿 分 離 槽 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 分 離 装 置 の 沈 殿 分 離 槽 の 上 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る Ｘ － Ｘ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 、 分 離 装 置 の 脱 水 機 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 、 分 離 装 置 の 脱 水 機 の バ ス ケ ッ ト と 濾 布 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 、 分 離 装 置 を 備 え た し 尿 処 理 施 設 の 砂 除 去 シ ス テ ム を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 分 離 装 置 の 脱 水 機 の 図 で あ り 、 （ ａ ） は バ ス
ケ ッ ト の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 脱 水 機 本 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 、 分 離 装 置 の 脱 水 機 の 投 入 口 の 周 縁 部 と バ ス ケ ッ ト の 鍔 部 と の 縦 断 面 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 従 来 の 固 形 分 分 離 装 置 の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ 　 　 　 し 尿 類 （ 被 処 理 液 ）
６ 　 　 　 分 離 装 置
９ 　 　 　 沈 殿 分 離 槽
１ ０ 　 　 脱 水 機
１ １ 　 　 槽 本 体
１ ２ 　 　 外 円 筒 部 材 （ 円 筒 部 材 ）
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１ ３ 　 　 越 流 堰
１ ５ 　 　 越 流 部
２ ０ 　 　 供 給 管 路 （ 供 給 経 路 ）
２ ２ 　 　 排 出 口
２ ３ 　 　 第 １ の 排 出 管 路 （ 排 出 経 路 ）
３ １ 　 　 バ ス ケ ッ ト
３ ２ 　 　 回 転 駆 動 装 置
３ ３ 　 　 透 過 孔
３ ６ 　 　 投 入 口
３ ７ 　 　 液 排 出 部
３ ８ 　 　 濾 布
Ｓ 　 　 固 形 物
Ｌ 　 　 液 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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